
第 3 回インターカレッジ・ネゴシエーション・コンペティション・学生アンケート集計 
（「第 3 回インターカレッジ・ネゴシエーション・コンペティション学生アンケート」より抜粋） 

 
作成年月日： 2005 年 2 月 25 日 

  作成者： 交渉教育支援センター 

 

アンケート実施年月日：2004 年 11 月 21 日 

 

回答枚数 142 枚 

 

回答対象大学名：（日本語チーム：86 名 英語チーム：49 名） 

 

上智大学、名古屋大学、一橋大学、同志社大学、北海道大学、 

九州大学、中央大学、慶応大学、早稲田大学、大阪大学、東京 

大学、京都大学 

 

 

Q１：参加動機：あなたが本コンペティションに参加した動機をお聞かせ下さい 

 

 

交渉に興味があったから

79 名 

仲裁や模擬裁判に 

興味があったから 

53 名 

友人に誘われたから 

35 名 

他の大学の学生と交流したかったから

30 名 

その他 

23 名 

先輩に進められたから 

18 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ゼミ教官に勧められたから

67 名  

 

 

Q２：本コンペティションに参加してよかったと思いますか？ 

 

 まあまあ 

2 名 

あまりよくなかった 

１名  

 よかった 

30 名  

 

 とてもよかった 

106 名  
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Q３：上記の回答について、理由がありましたらお聞かせ下さい。 

 

いい経験だった 

23 名 

楽しかった 

14 名 

充実していた 

14 名 

発揮できた 

5 名 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q４：課題問題は適当だったとおもいますか。①難易度、②事業の内容、③秘密の情報のそれぞれについて、 

あなたの評価やご意見をお願いします。 

 

・ 適当だった 15 名 
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Q５：このような交渉を中心とした大学対抗コンペティションについてお答え下さい。 

 

（１）あなたは、可能であれば来年も参加したいと思いますか？ 

良かった 

65 名 

良かった 

48 名 

難しかった

35 名

難しかった

35 名

難しかった

37 名

必ず参加したい 

33 名 

わからない 

36 名 

参加したくない 

6 名 

① 難易度 ② 事業の内容 ③ 秘密情報

参加したい  

67 名 

良かった 

43 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（２）来年の大会に参加可能な友人や後輩がいれば、参加を勧めますか？ 

 
分からない 8 名 勧めない 2 名  

 

 
絶対勧める 61 名 勧める 64 名 

 

 

 

 

Q６：あなたは本コンペティションの組織運営等に、将来的にかかわって行きたいと考えますか？ 

 

 
資金面で協力したい 

6 名 

その他 

 
課題事例の作成やそのための 

アイデアを提供したい  
20 名 

 6 名 

 

 

 

アルバイトとしてあるいはあなたの大学の 

連絡網として運営の手伝いをしたい 
 

 58 名 

 

 

Q７：あなたは本コンペティションに参加して得られたものは何ですか？今年参加した経験を将来どのように 

役立てたい（ないし、どのように役立つと）お考えですか？ 

 

（複数の回答から抜粋） 

・ 説得力を持たせて、三段論法を使って話をする力が必要だと学び、質問の意図趣旨をくみとって答えることを

気づかされた。 

・ 将来的な職種として企業法務を志望しているので、仲裁や交渉を模擬的に体験したことそのものが財産とな

ることと感じています。また、基礎的な理解の不足や自身のプレゼンの仕方 etc、枚挙にいとまない教訓があ

りました。 

・ まず第一に、普段は交流のない他大学の方々や先生方とお話できたのが良かったです。あと、大学内での準

備段階において、院生の方々とも交流することができ、視野が広がりました。仲裁人や審査員の方々ともたく

さんお話させていただいて、実務に関する現場の視点をかいまみることが出来たのも貴重な体験でした。 

 

 

以上 
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